別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農地費　目：農地事業諸費
	事業名: 棚田地域水と土保全基金事業費

　　　　棚田地域水と土保全活動推進補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　農地計画課　企画調査担当　電話番号：058-272-1111（内3176）

　　　　　　　　　　　E-mail：mailto:c11427@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：6,200千円（前年度予算額：6,000千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　農山村に広く分布する棚田地域等は、食料の安定供給だけでなく、農業生産活動を通じて、県土の環境保全や伝統・文化の継承等の多面的機能を有しており、中山間地域の農業・農山村の振興において重要な役割を果たしている。また、近年、都市農村交流が活性化する中で、棚田オーナー制度やボランティアの受け入れなど、棚田を保全することに対する都市住民の理解が深まりつつある。しかし、棚田地域等においては、農業生産基盤や生活環境の整備の遅れ、高齢化・過疎化の進行等により耕作放棄地が増加することに伴う多面的機能の低下が懸念されるため、今後も農業を継続する意欲のある地域において、営農の継続を通じた棚田地域等の維持を図るため、平成１０年度に棚田地域水と土保全基金を設置し、その運用益等によって、事業を実施するものである。

　◇基金造成額

　　　600,000千円（H10～H12）　国費1/3　県費2/3　※609,977千円（H22.3月末）

　◇対象地域
　　　1ha以上の団地を構成し、平均傾斜勾配1/20より急な農地で県の棚田マップに

　　記載された棚田及びこれに係る土地改良施設

　◇事業内容
　　　（１）保全ネットワーク推進事業

　　　　　都市住民等に保全活動への参加促進を図るための事業

　　　（２）保全活動推進事業

　　　　　住民組織が行う保全活動の推進を図るための事業

　　　（３）保全活動支援事業

　　　　　住民組織が行う保全活動に要した経費等の助成を行う事業

	２　所要経費


【全体事業費：6,200千円】
　（１）保全ネットワーク推進事業：［2,345千円］
　　　　・「ぎふ水土里の展示会」活動事業：586千円
　　　　・「ぎふ水土里の体験スタンプラリー」活動事業：240千円
　　　　・「ぎふの棚田２１選」PR看板設置事業：1,386千円
　　　　・ぎふ水土里の魅力写真コンクール：133千円

　（２）保全活動推進事業：［1,120千円］

　　　　・棚田保全組織の立ち上げ支援：614千円
　　　　・全国棚田サミットへの参加助成：181千円
　　　　・棚田保全組織座談会開催：325千円
　（３）保全活動支援事業：［2,735千円］
　　　　・棚田保全活動支援補助金：2,735千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

　　１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

 ・棚田など美しい景観や豊かな生態系を育む貴重な環境、資源の維持を促進する。
	２　これまでの取組状況


・農地や土地改良施設の有する多面的機能を広く県民に知っていただくため、県下各地でパネルの展示会やウォーキングなどのイベントを実施。(【Ｈ２１実績】展示会：
１７箇所(延べ１５９日)　ウォーキングイベント等：９箇所(参加者１，５６９人))

	３　これまでの取組に対する評価


・農地や土地改良施設の有する多面的機能を啓蒙・普及した結果、県民の多面的機能の理解度が年々向上している。(25％(Ｈ18）→45％(Ｈ21)【アンケート結果による】)
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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